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。公共施設等総合管理計画

2016～ 2040（25年）

策定済

公共施設再編計画（前期）
2020～ 2030（11年）

公共施設再編計画（後期）
2031～ 2040（10年）

策定中

再編計画って何？ 計画の位置付け

～ふりかえり～　なぜ公共施設の再編が必要なの？

　前期計画を策定した後は、毎年度
計画の進み具合を点検・検証します。
　社会情勢や国の施策等の変化の状
況に応じて、計画期間内であっても
適宜見直しをします。

公共施設を取り巻く現状を踏まえて、今後の公共施設の
あり方について基本的な考え方を示しました。

個別施設にかかる今後の方向性や取組内容をまとめるも
ので、今はこの計画の策定に取り組んでいます。

前期が終了するときに、必要な見直しをして、
新たに策定します。

公
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て
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設
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画
の
中
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案
を
公
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し
ま
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た

市民の皆さんと協働で考える

　計画の策定には、さまざまな立場や世代、地域のかたがたからご意見を伺うことが重要と考え、多様な機会を
設けました。参加いただいた皆さんからは、個別施設のあり方や管理運営手法、受益者負担の適正化、民間活力
の活用などに関するご意見をいただき、適宜、計画に反映しています。また、いただいた主なご意見は、計画書
資料編に掲載しています。

時　期 項　目 対　象

5月、11月（各 6回） 市民意見交換会 地域住民

7月、8月、9月（3回） 若者や女性が輝くまちづくり推進協議会 若者・女性・関係団体等（10～ 40代の男女）

8月 市民アンケート（旧市町村別） 15歳以上の市民（無作為抽出）

9月（2日間） 市民討議会 15歳以上の市民（無作為抽出）

12月、1月（4回） 公共施設マネジメント市民会議 関係団体、公募市民

随時（3回） 出前講座 申込みのあった団体

多くの施設が老朽化

　築30年以上の施設が全体の半分

延床面積（㎡）
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公共施設を取り巻く状況

多様な市民参加機会（平成30年度の取り組み）

今後の方向性を検討する視点
　各施設の現状を踏まえ、次の視点から総合的な
検討を行い今後の方向性を示しています。

①まちづくりにおける役割  ▶▶▶▶▶ まちづくりの施策を実現する手段として、公共施設の役割を検証します。

②サービスを低下させない  ▶▶▶▶▶ 継続が困難な施設でも、サービスが必要な場合は、代替策を検討します。

③点でなく面でみる ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 施設周辺を面的に見渡し、類似施設がある場合は複合化を図ります。

④時間と空間を使いきる  ▶▶▶▶▶▶▶ 空いている部屋や時間帯を工夫して施設を使い切り、必要性の
高い施設は計画的に改修を行って長く使用します。

⑤費用対効果   ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 施設状況に応じて、改修するか、コンパクトに建替するかなど、
費用対効果を検証します。

⑥多様な管理運営方法 ▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 管理運営について、市の直営管理、民間委託、地域の自主管理
など、最適な手法を検討します。

一定期間（昭和45～59年）に集中
的に整備しているから、改修や建て
替えが必要な時期が重なるんだね…

税収が減っても、福祉の経費は増えていく
のに、「公共施設にかけているお金」は、
これからも同じくらい使えるだろうか…？

今ある施設を全て残す場合、

　　現在かけているお金の

　　　　２倍近くのお金が必要
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人口減少  ⇒  施設の利用者が減る
少子高齢化  ⇒  施設のニーズが変わる

ってことなのね…
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